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 本分科 は， 2003年春季講演 会から 実施さ れてい た合

同 セ ッ シ ョ ン F「 カ ー ボ ン ナ ノ チ ュ ー ブ の 基 礎 と 応

用」が発 展し， 2010年春季よ り正式 な分科 「ナノ カー

ボン 」 と して 昇 格し た ．最 近 で は図 1に 示す よ う にナ

ノチ ュ ー ブ (CNT)以 外 のナ ノ カ ーボ ン ， 特に グ ラ フェ

ンに関す る講演 も増加 し講演 件数の 約半数 を占め てい

る． 今 回 も 179件の 一 般 講演 が あ り， ナ ノカ ー ボ ン材

料関連分野 への関 心の高 さが改 めて良 くわか った．   

 本分科 は「成 長技術 」「構 造制御 ・プロ セス」 「新

機能 探 索 ・基 礎 物性 評 価」 「 デ バイ ス 応用 」 の 4つの

中分類分 科に分 かれて いる． 今回の 講演会 におけ るこ

れら の 講 演件 数 分布 を 図 2に示 す ．成 長 技術 に 関 する

講演 が 最 も多 く ， グラ フ ェン と CNTそ の 他の ナ ノ カー

ボンとの 比が 1対 1であ る．一 方，デ バイス 応用や ，新

機能 探 索 ・基 礎 物 性評 価 では グ ラ フェ ン の割 合 は 1/4

～ 1/3程度 と な る． グ ラフ ェ ン の成 長 技術 に 関 して は，

別途「グ ラフェ ンエピ タキシ ーの現 状と将 来展望 」と

題したシ ンポジ ウムに おいて も議論 され， 立ち見 が出

るほど多 くの研 究者が 集まり 活発に 議論が なされ た．

また ， 「 ナノ カ ーボ ン 材料 の 最 新動 向 （３ ） :グ ラフ

ェンおよ びナノ チュー ブ」と 題する シンポ ジウム も同

時に開催さ れ，基 礎から 応用ま で広く 議論さ れた．  

 以下， 各中分 類分科 におい て印象 に残っ た点を 述べ

る ． 成 長 技 術 の 中 で グ ラ フ ェ ン の 成 長 に 関 し て は ，

SiC上 で のグ ラ フェ ン 形 成過 程 の 理解 が 更に 進 展 して

きて い る 印象 が 強 い． ま た， CVD法に 関 して は Cu上へ

の成長に 関する 報告が 多くあ り，中 でも単 一ドメ イン

の大面積 化や低 欠陥化 が大き な課題 である ことが 分か

った．ま た，金 属触媒 上に成 長させ る場合 ，その 他の

基板への 転写が 課題の 一つで あり， この転 写プロ セス

において 欠陥等 が導入 される 欠点が ある． これに 対し

て，転写 不要の 成長技 術につ いての 報告が 多くあ った．

現状では 転写グ ラフェ ンには 及ばな いもの の今後 の応

用展開に は極め て重要 な技術 である と思わ れる． ナノ

チューブ の成長 に関し ては従 来通り 高密度 成長に 関す

る課題克 服に関 する研 究や， 直径バ ラツキ の高度 制御

を目指し たもの が目を 引いた ．また ，それ ぞれの アプ

リケーシ ョンに 適した ナノカ ーボン 材料の 成長制 御な

ど出口を意 識した 発表も 多いこ とが印 象的で あった ． 

 構造制 御・プ ロセス に関し ても， グラフ ェン， ナノ

チューブ ともに 成長技 術と同 様の課 題につ いて多 く検

討されて いる． また， ナノチ ューブ の半導 体・金 属の



分離およ び純化 技術も 着実に 進展し ている ことが 印象

的であった ． 

 新機能 探索・ 基礎物 性評価 におけ るグラ フェン 関連

について ，光学 的手法 による 評価・ 解析技 術が広 く用

いられて いる． また， 熱伝導 などの 基礎物 性評価 に関

しても多 くの発 表があ った． さらに ，理論 的な側 面か

らの解析 も多く 発表が あった ．また ，リソ グラフ ィ技

術を巧み に利用 しグラ フェン に歪み を導入 しバン ド制

御を行う 試みに 関する 発表が 興味深 かった ．ナノ チュ

ーブに関 しても ，その 基礎物 性の理 解に向 けた光 学的

な評価が 多く活 発に議 論がな された ．また ，機械 的特

性を利用し たアク チュエ ータの 提案が 興味深 かった ． 

 デバイ ス応用 につい ては， グラフ ェンや ナノチ ュー

ブを利用 したセ ンサー デバイ スに関 する発 表が多 く，

同一のセ ッショ ンで議 論され ていた のが印 象的で あっ

た．グラ フェン の高移 動度を 生かし たデバ イスを 作製

する際に 問題と なるバ ンドギ ャップ 制御に ついて も多

くの発表 があっ た．一 方，ナ ノチュ ーブに 関して は薄

膜型トラ ンジス タの特 性が高 移動度 ，高オ ンオフ 比へ

向けて著 しく向 上して きてい ること が印象 的であ った．  

 以 上 の 様に ， CNTや グ ラフ ェ ン 等の ナ ノ炭 素 系 の基

礎物性の 理解や 実用化 に関し て着実 な進展 があり 今後

の展開が期 待され る． 
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図１ ナノカーボ ンにお ける発 表件数 の推移  
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図２ 各中分類分 科での 発表内 訳 


